
平成22年度 e-地域資源活用事業

國
司
神
社

　

平
安
時
代
中
期
の
嘉
保
三（
一
〇
九

六
）年
か
ら
康
和
二（
一
一
〇
〇
）年
の

國司神社

城山下の館山神社に集合した館山地区の山車と御船 館山地区祭礼（夏祭り）出発式の國司丸

國
司
神
社

の
例
大
祭

例
祭
日

　

源
親
元
鄕
が
船
出
し
た

一
月
十
六
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

夏
祭
り

　

館
山
地
区
の
祭
礼
日
八

月
一
・
二
日
に
。

間
、安
房
国
の
国
司
と

し
て
京
の
都
か
ら
赴

任
し
た
源
親
元
鄕
は
、

自
分
の
俸
禄
を
使
っ

て
お
堂（
泉
光
院
）を

建
て
て
、仏
教
の
德
を

以
て
善
政
を
行
い
ま

し
た
。家
臣
の
病
気
平

癒
祈
願
を
し
た
大
房

の
竜
善
院
を
七
堂
に

千
葉
県
館
山
市
沼
九
三
一

源 

親
元（
み
な
も
と
の
ち
か
も
と
）鄕

祭
神

由
緒

し
ま
し
た
。そ
の
他
、総
持
院（
沼
の
大
寺
）、沼
の
天
満
神

社
、鷹
ノ
島
の
弁
財
天
、沖
ノ
島
の
宇
賀
明
神
の
創
建
や
、

清
澄
寺
を
再
建
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。任
期
を
終

え
都
に
帰
る
際
、柏
崎
か
ら
船
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
、住
民
が

別
れ
を
惜
し
み
出
立
を
阻
ん
だ
の
で
、親

元
鄕
は
、着
て
い
た

直
衣（
の
う

し
）の
左

袖
を
解
い
て
与
え
ま
し
た
。永

久
二（
一
一
一
四
）年
に
親
元
鄕

の
死
去
を
伝
え
聞
い
た
住
民

が
、遺
品
の
片
袖
を
居
宅
跡
に

小
祠
を
建
て
て
祀
っ
た
の
が

神
社
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

辺
に
は
、二
百
五
十
年
余
り

前
か
ら
の
歴
史
を
示
す
石
仏

等
が
多
く
あ
り
ま
す
。大
銀
杏

は
樹
齢
約
三
百
五
十
年
で
す
。

宮
の
下
の
回
国
供
養
塔
は
文

化
八（
一
八
一
一
）年
で
す
。鳥

居
と
石
灯
籠
は
天
保
三（
一
八

三
二
）年
で
あ
り
村
方
三
役
の

名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。鳥
居

の
笠
木
と
貫
は
関
東
大
震
災

で
破
損
し
、笠
木
は
震
災
記
念

碑
の
台
石
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
自
慢

お
船
唄

國
司
囃
子

館
山
市
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

　
「
お
船
唄
」は
、「
御
座
船
唄
」と

も
い
わ
れ
、徳
川
時
代
に
将
軍
家

や
諸
国
藩
候
が
配
下
に
御
船
手
を

抱
え
、そ
の
歌
方
が
新
造
船
の
進

水
式
や
将
軍
・
藩
主
の
乗
船
の
時

に
歌
っ
た
も
の
で
、お
上
に
対
す

る
恩
恵
の
念
か
ら
自
然
に
荘
重
な

歌
い
ぶ
り
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
長
唄
形
式
の
お
船
唄
」。

　

一
月
十
六
日
の
例
祭
日
に
は
國

司
丸
船
唄
と
正
月
く
ど
き
が
、八

月
一
・
二
日
の
祭
礼
で
は
國
司
丸

船
唄
と
皇
帝
が
歌
わ
れ
ま
す
。

　

國
司
丸
の
お
囃
子
は
、篠
笛
・
太

鼓
等
の
鳴
り
物
で
リ
ズ
ム
を
主
と

し
て
囃
す
も
の（
さ
ん
ぎ
り
・
ば
か

ば
や
し
・
岡
崎
・
岡
崎
く
ず
し
・
祇

園
・
祇
園
く
ず
し
・
鶴
の
巣
篭
も

り
）と
、こ
れ
に
民
謡
の
節
回
し
を

加
え
、リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
と

を
調
和
し
た
も
の（
ノ
ー
エ
節
・
子

守
唄
・
数
え
唄
・
大
漁
節
）が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
國
司
神
社
に
は
十
一
種

類
の
御
囃
子
が
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

祭
り
の
起
源　

大
正
三
年
、旧
館
山
町（
現
在
の
青
柳
、上
真
倉
、新

井
、下
町
、仲
町
、上
町
、楠
見
、上
須
賀
地
区
）と
、旧
豊
津
村（
現
在
の

沼
、柏
崎
、宮
城
、笠
名
、大
賀
地
区
）が
合
併
し
館
山
町
に
な
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、大
正
七
年
よ
り
毎
年
十
三
地
区
十
一
社
が
八
月
一

日
・
二
日
の
祭
礼
を
合
同
で
執
り
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の

後
、大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、諏
訪
神
社（
下
社
）、諏
訪

神
社（
上
社
）、厳
島
神
社
、八
坂
神
社
の
四
社
倒
壊
の
た
め
、協
議
に

よ
り
四
社
の
合
祀
を

決
め
、昭
和
七
年
館
山

神
社
と
し
て
創
建
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
館
山
十
三

地
区
八
社
と
し
て
、神

輿
七
基
、曳
舟
二
基
、

山
車
四
基
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
か
ら
出
祭

し
て
い
ま
す
。愛
称

「
た
て
や
ま
ん
ま
ち
」

と
し
て
、城
下
の
人
々

に
よ
っ
て
伝
え
続
け

ら
れ
て
き
た
〝
心
の

ま
つ
り
〞
で
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
史
料
か
ら
の
情
報
を
加
え
て
編
集
し
て
い
ま
す
。内
容
等
に
つ

き
ま
し
て
ご
指
摘
や
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、ご
教
示
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


